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日時 議事（概要）

平成26年
12月16日

【区協議会からの検討依頼事項】
○障がい者の夕方支援サービスの整備・充実について
・現行制度では、延長支援（生活介護）、日中一時支援、重度訪問介護の活用が考えられ
る。
・保護者の就労保障について障がい福祉で全て対応することは難しい。
・ファミリーサポート等民間サービスを活用。

○療育サポート体制の充実について
・療育支援の途切れについては、保護者・引継ぐ側・引受ける側など、対象者の情報
を持っている所で丁寧に引継ぎを行うことが基本。
・資料としては、既存の個別教育支援計画（学校）やサービス等利用計画等を活用。
・今後、試行的にライフステージが変わる児の引継ぎに、基幹相談支援センターが入るこ
とでスムーズに引継ぎを行えるか検証してはどうか。
特に途切れが顕著である保育所等から小学校 引継について 各保育園 幼稚園 発・特に途切れが顕著である保育所等から小学校への引継について、各保育園・幼稚園の発
達支援コーディネータ―にその役割を期待。

【移動支援の現状等集約状況について】
・各区協議会からの報告集約の結果、課題は概ね以下のとおり。
①通学・通所にかかる制度の明確化及び周知
②対象者要件の見直し（肢体不自由児者の条件緩和、難病患者等への拡大）
③支給量の上限設定の可否 など

⇒障がい福祉課で実態把握等を行い改正案を作成し、運営事務局会議で諮り、必要に応じ
て関係者の意見を求める。



日時 議事（概要）

平成27年
3月16日

【区協議会からの検討依頼事項】
○視覚障がい者の代筆・代読支援について
・コミュニケーション支援事業の拡充か、代筆・代読のための居宅介護（家事援助）を障
がい福祉固有のサービスとして支給できるようにすることが必要

○良質な計画相談のための市独自の事業について
・報酬改定後の状況を注視しつつ、引き続き検討が必要

○障がい福祉制度や市の事業についての説明会の実施
新潟県が開催する説明会後、引き続き開催できると良い。

○通所施設の空き情報等の市ホームページ掲載について
各区自立支援協議会で情報を集約し、基幹単位で状況把握・情報提供できると良い。

○介護保険との適用関係に係る分かり易い情報提供について
市ホームページに関係図及び事例集等があると良い。

障がい福祉課で検討



関係機関名 氏名

1 社会福祉法人 新潟もぐら会 ポプラの家 山賀 亮一

2 社会福祉法人 新潟みずほ福祉会 工房はたや 田中 順

3 社会福祉法人 新潟しなの福祉会 地域生活支援センターふらっと 坂井 省英

4 社会福祉法人 白蓮福祉会 相談支援センターあると 佐藤 里香

5 社会福祉法人 新潟みずほ福祉会 相談支援センターわぁ～らく 南 美保

運営事務局会議 名簿

○委員

6 中央区役所健康福祉課障がい福祉係 瀬戸 則文

7 秋葉区役所健康福祉課障がい福祉係 村山 忍

8 西区役所健康福祉課障がい福祉係 榎本 義和

所属 氏名

1 障がい福祉課介護給付係 梅田 和幸

2 障がい福祉課介護給付係 工藤 龍司

○事務局


